
○高校生ホームステイ in マドラス市 体験記（２～５）○高校生ホームステイ in マドラス市 体験記（２～５）

○「生きる力」をはぐくむために（６～７）○「生きる力」をはぐくむために（６～７）

○地域で育てようおらほの子ども（８～９）○地域で育てようおらほの子ども（８～９）
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４月６日、市消防団の任命式が文化会館サンテラスホー　４月６日、市消防団の任命式が文化会館サンテラスホー

ルで行われました。また、式に続き、規律訓練が中央公園ルで行われました。また、式に続き、規律訓練が中央公園

グラウンドで行われました。新入団員の皆さんは消防団役グラウンドで行われました。新入団員の皆さんは消防団役

員、消防署職員の指導を受けながら、慣れない手つきで敬員、消防署職員の指導を受けながら、慣れない手つきで敬

礼や行進などの訓練をしていました。礼や行進などの訓練をしていました。

消防団員として新たなスタート消防団員として新たなスタート
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今
年
で
４
回
目
と
な
る
姉
妹
都

市
オ
レ
ゴ
ン
州
マ
ド
ラ
ス
市
へ
の

高
校
生
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
派
遣
事
業

が
、
3
月
６
日
か
ら　

日
ま
で
の

１７

　

日
間
、
市
内
在
住
の
高
校
生
4

１２名
と
引
率
者
１
名
（
市
職
員
）
の

合
計
５
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
に
と
て
も
あ
た
た
か

く
迎
え
入
れ
て
い
た
だ
き
、
ア
メ

リ
カ
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
満
喫
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
マ
ド
ラ
ス
市
滞
在
中
は
、

現
地
の
マ
ド
ラ
ス
高
校
へ
3
日
間

通
い
、
地
元
の
高
校
生
と
一
緒
に

授
業
を
受
け
、
そ
の
校
風
や
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
肌
で
体
験
し
た
ほ
か
、

休
日
に
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

過
ご
す
な
ど
、
有
意
義
な
交
流
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

体
験
記
（
２
ペ
ー
ジ
か
ら
５
ペ
ー

ジ
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
参
加
し

た
４
名
の
高
校
生
が
自
ら
企
画
、

編
集
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
高
校

生
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
、

言
葉
の
壁
を
乗
り
越
え
て
伝
え
よ

う
と
頑
張
っ
て
き
た　

日
間
の
思

１２

い
出
の
記
録
を
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

出発の朝

アアアアアアアアアアメメメメメメメメメメリリリリリリリリリリカカカカカカカカカカ合合合合合合合合合合衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆国国国国国国国国国国アメリカ合衆国
高高高高高高高高高高校校校校校校校校校校生生生生生生生生生生ホホホホホホホホホホーーーーーーーーーームムムムムムムムムムスススススススススステテテテテテテテテテイイイイイイイイイイ iiiiiiiiiinnnnnnnnnn ママママママママママドドドドドドドドドドララララララララララスススススススススス市市市市市市市市市市高校生ホームステイ in マドラス市

＜マドラス市ホームステイスケジュール＞
３月６日（木）　上田発→成田発→（所要時間８時間）

→ポートランド着→ビーバートン高校

での研修 【ポートランド泊】

　　７日（金）　ポートランド州立大学の見学、マドラ

ス市へ→ホストファミリーと合流

【各家庭へ】

　　８日（土）　姉妹都市委員長コーティン氏によるマ

ドラス市内外観光（スミス・ロック州

立公園など）

　　９日（日）　ホストファミリーと過ごす

　　１０日（月）～１２日（水）　マドラス高校での授業、各

種アクティビティーに参加（１２日夜　

フェアウェルパーティー）

　　１３日（木）　マドラス市→サンフランシスコへ移動

　　１４日（金）　サンフランシスコ市内見学（ゴールデ

ンゲートブリッジなど）

　　１５日（土）　サンフランシスコ市内見学（ケーブル

　　　　　　　カー、フィッシャーマンズワーフなど）

　　１６日（日）　サンフランシスコ発【機内泊】

　　１７日（月）　成田着→東京駅→上田駅（解散）

フェアウェルパーティー

サンフランシスコ

マドラス高校
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ア
メ
リ
カ
オ
レ
ゴ
ン
州

　

マ
ド
ラ
ス
市

　

北
米
西
海
岸
に
位
置
す
る
オ
レ

ゴ
ン
州
マ
ド
ラ
ス
市
は
、
中
心
都

市
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
の
南
東
２
５

０
㎞
に
位
置
し
、
人
口
は
５
１
０

０
人
ほ
ど
で
、
近
く
に
ネ
イ
テ
ィ

ブ
ア
メ
リ
カ
ン
の
居
住
区
も
あ
り

ま
す
。

　

標
高
約
７
０
０
m
の
平
坦
な
農

村
地
帯
で
す
が
、
郡
の
中
心
部
で

あ
る
こ
と
に
加
え
、
幹
線
道
路
が

交
差
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
小
学

校
４
校
と
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
、
高

校
が
あ
り
、
生
徒
は
合
計
２
７
０

０
人
に
及
び
ま
す
。

　

産
業
は
農
業
の
ほ
か
、
金
属
加

工
、
製
材
工
場
な
ど
の
工
場
も
あ

り
ま
す
。

自然豊かなマドラスの風景

▲マドラス市役所  シティーホール
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▲フェアウェルパーティー
　でのソーラン節

▲

ビ
ー
バ
ー
ト
ン
高
校
日
本
語
教
室
に
て

▲サンフランシスコジャイアンツ球場にて
　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

▲

日
本
人
留
学
生 （
白
い
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
）

▲
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル

　

パ
ー
テ
ィ
ー
に
て

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

▲

の
街
並
み

▲サンフランシスコのケーブルカー▲ゴールデンゲートブリッジ▲サンフランシスコ



●あなたも国際交流の一翼を
　夏休みには中学生のホームステイも実施します。また、多くの皆さんに「アメリカ姉妹都市友好

協会」に加入していただき、国際交流の一翼を担っていただけたらと考えています。
　●問い合わせ先　生涯学習課生涯学習係　�64－5885
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 See you again!

 宮  坂 　　 香 （東上田）
みや さか かおり

　アメリカで私たちを出迎えてくれたのは、広大な大自然

でした。どこまでも続く大地ときれいな山々、切り立った

崖にアメリカのスケールの大きさを感じ圧倒されました。

　そして、このホームステイで何より強く感じたことは、

出会った人たちの温かさです。言葉や文化の違いに戸惑い

ながらも皆、とても親切に接してくれたり、積極的に話し

かけてくれました。

　また、異国の文化にじかに触れて体験し、多くのことを

知り、学ぶことができました。見るものすべてが新鮮で、

ちょっとしたことがとても刺激的で、アメリカと日本を比

べてみることで、両方を深く考えることができました。

　この経験を通してたくさんのことを考えさせられ、楽し

かった思い出と共に、これからの将来にも大きな影響を与

えることとなるでしょう。今回、支えてくれた方々に感謝

し、もっと英語を学び、いつの日かマドラスを訪れたいです。

 大切な思い出

 寺  島 　 英  里 （常満）
てら しま え り

　長い様であっという間だったホームステイ。そして、ア

メリカという私にとって初めての新大陸。生活習慣も言語

も異なるこの国でホームステイをできたことは、自分自身

大きな自信につながりました。この経験をこれからの人生

に生かせるような日々を過ごしたいと思います。

　優しく、いつも笑顔で接してくれたホストファミリー、

マドラスで出会ったたくさんの仲間たち、一つ一つの出会

いは私の大切な思い出です。また、ホームステイを通し、

新たな課題を見つけることができました。

　もっともっと英語力を磨き、もう一度このメンバーでマ

ドラスへの訪問を実現したいと思います。

　この様な機会を与えてくださった皆様、私たちに関わっ

てくださったすべての方々に心から感謝申し上げます。

大自然の中での出会い

 堀 　 由  紀  子 （東深井）
ほり ゆ き こ

　私にとってこのホームステイは、私を変えた大きな体験

であり、一生忘れられない思い出となりました。

　ホストファミリーと対面した日は、不安で胸が一杯でし

た。しかし、そんな私にたくさん話しかけてくれました。

なので、次第に打ち解けることができ、自分からも話しか

けたりとコミュニケーションをとれるようになりました。

日を追うにつれ、心と心の距離が縮まるのを感じました。

大自然に囲まれたマドラスの穏やかな雰囲気と温かい人た

ちの中で暮らしているうちに、いつの間にか居心地の良い

場所となっていました。

　そして、今が私の新たなスタート地点です。今回、異文

化に肌で触れることによって、自分の世界が広がっていく

ことを実感しました。これをきっかけに、自分の可能性に

挑戦したいと思います。

 温かい心に触れて

 矢  島 　　 光 （御牧原北部）
や じま ひかる

　私が渡米するにあたって、語学能力の向上という目標が

ありました。実際に行ってみて、コミュニケーションは言

葉だけというわけではなく、ジェスチャーや絵を書いたり

して意志を伝えるのもコミュニケーションの１つだと体験

しました。ホームステイ先でも私が英語を理解できない時

は、紙に英文を書いていただいたり、絵を書いたりしてく

れて、私も理解することができました。マドラス高校では、

アメリカと日本の授業の違いに感心したり、アメリカの学

生とも積極的にコミュニケーションをとることで、仲を深

めることができました。

　この研修を通じて、コミュニケーションの幅も広がり、

アメリカの方々の温かい心にも触れることができました。

実際、目標が達成できたかは分からないけど、この研修に

参加させていただいたこと、ホストファミリーと充実した

日々が送れたことなど、「体験した」ということに意味があ

ると思いました。

ホホホホホホホホホホーーーーーーーーーームムムムムムムムムムスススススススススステテテテテテテテテテイイイイイイイイイイとととととととととといいいいいいいいいいううううううううううすすすすすすすすすすばばばばばばばばばばららららららららららししししししししししいいいいいいいいいい機機機機機機機機機機会会会会会会会会会会をををををををををを与与与与与与与与与与ええええええええええてててててててててていいいいいいいいいいたたたたたたたたたただだだだだだだだだだいいいいいいいいいいたたたたたたたたたたホームステイというすばらしい機会を与えていただいた
関関関関関関関関関関係係係係係係係係係係者者者者者者者者者者ののののののののののみみみみみみみみみみななななななななななささささささささささんんんんんんんんんんにににににににににに感感感感感感感感感感謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝いいいいいいいいいいたたたたたたたたたたししししししししししまままままままままますすすすすすすすすす。。。。。。。。。。あああああああああありりりりりりりりりりががががががががががととととととととととううううううううううごごごごごごごごごござざざざざざざざざざいいいいいいいいいいままままままままままししししししししししたたたたたたたたたた関係者のみなさんに感謝いたします。ありがとうございました。。。。。。。。。。。
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おおおおおおおおおおお ららららららららららほほほほほほほほほほのののののののののの子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどももももももももももらほの子ども

　

全
国
で
推
進
し
て
い
る
毎
月
第

３
日
曜
日
の
家
庭
の
日
を
、
家
族

で
過
ご
す
日
に
な
る
よ
う
、
オ
フ

ト
ー
ク
等
を
と
お
し
て
啓
発
し
ま

す
。　

　

市
内
の
店
舗
、
事
業
所
等
、
青

少
年
の
立
ち
寄
る
場
所
に
つ
い
て
、

飲
酒
、
喫
煙
、
成
人
雑
誌
、
た
ま

り
場
等
、
健
全
育
成
に
配
慮
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
か
を
定
期
的
に

巡
回
し
ま
す
。

青
少
年
が
健
や
か
に
育
つ
環
境
を
つ
く
り
ま
す

　
 　
  
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

　

条
例
に
基
づ
き
市
内
の
自
動
販

売
機
に
有
害
図
書
等
が
収
納
さ
れ

て
い
な
い
か
ど
う
か
定
期
的
に
巡

回
し
ま
す
。

　

市
内
の
青
少
年
に
あ
い
さ
つ
の

声
を
か
け
な
が
ら
非
行
防
止
活
動

に
努
め
ま
す
。
主
に
田
中
駅
周
辺

を
定
期
的
に
巡
回
し
ま
す
。

　

市
内
の
青
少
年
の
下
校
時
の
不

審
者
対
策
及
び
非
行
防
止
対
策
と

し
て
、
通
学
路
を
定
期
的
に
パ
ト

ロ
ー
ル
し
ま
す
。

　

7
月
1
日
、　

月
1
日
、
2
月

１１

1
日
の
青
少
年
の
日
を
、
健
全
育

成
に
つ
い
て
考
え
る
日
に
な
る
よ

う
、
街
頭
等
で
啓
発
し
ま
す
。

　

街
頭
啓
発
活
動

　

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
主
体
的
に
推
進
す

る
と
と
も
に
、
市
民
総
ぐ
る
み
の
健
全
育
成
活
動
が
推
進
さ
れ
る
よ
う

啓
発
し
て
い
ま
す
。

 
◆
街
頭
補
導
活
動

 
◆
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

 
◆
青
少
年
の
日

 
◆
家
庭
の
日

　

環
境
浄
化
活
動

　

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
を
阻
害
す
る
お

そ
れ
の
あ
る
有
害
な
環
境
の
浄
化
に
努
め
ま
す
。

 
◆
チ
ェ
ッ
ク
活
動

 
◆
有
害
図
書
等
自
動
販

 　

売
機
の
監
視
活
動

青少年健全育成協力店の推進
　青少年の健全育成を積極的に推進してくだ

さる店舗がさらに拡大するよう、市で作成し

ている「青少年健全育成協力店シール」の 貼 
ちょう

 付 を推進します。
ふ

▲田中駅前での街頭啓発活動



9

とうみ

（２００８年５月）

　

●
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　
　

青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
生
涯
学
習
課
青
少
年
係
）　

�　

－

5
8
8
5

６４

地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域でででででででででで育育育育育育育育育育ててててててててててよよよよよよよよよようううううううううう域で育てよう

　

年
3
月
ま
で
活
動
し
て
い
た
だ

２２き
ま
す
。

　

青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
様
々
な
業

務
を
、
学
校
の
生
徒
指
導
担
当
の

先
生
方
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
職
員

と
と
も
に
推
進
し
ま
す
。

　

P
T
A
、
育
成
会
、
区
長
会
、

少
年
友
の
会
、
民
生
児
童
委
員
協

議
会
等
、
地
域
の
団
体
と
の
連
携

を
図
り
、
地
域
ぐ
る
み
、
市
ぐ
る

み
の
青
少
年
健
全
育
成
活
動
を
推

進
し
ま
す
。

　

青
少
年
は
成
長
と
と
も
に
行
動

範
囲
が
広
域
に
な
り
ま
す
。
青
少

年
を
地
域
全
体
で
守
り
育
て
る
た

め
に
、
東
信
地
域
、
県
内　

市
青

１８

少
年
補
導
活
動
連
絡
協
議
会
の
青

少
年
補
導
委
員
会
を
と
お
し
て
、

情
報
交
換
を
密
に
し
連
携
を
図
り

ま
す
。

　

3
月　

日
に
青
少
年
健
全
育

２８

成
審
議
会
会
長
の
荻
原
慎
一
郎

さ
ん
、
会
長
代
理
の
下
村
和
彦

さ
ん
か
ら
市
長
に
青
少
年

健
全
育
成
計
画
が
答
申
さ

れ
ま
し
た
。
同
審
議
会
は
、

平
成　

年
8
月　

日
に
市

１９

２０

長
か
ら
諮
問
を
受
け
、
懇

談
会
・
ア
ン
ケ
ー
ト
・
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
を

と
お
し
て
検
討
し
て
き
ま

し
た
。
こ
の
計
画
は
、
市

民
総
ぐ
る
み
で
青
少
年
の

健
全
育
成
に
取
り
組
む
た

め
の
総
合
的
な
計
画
で
す
。

青
少
年
健
全
育
成
施
策
を

網
羅
し
、
青
少
年
の
健
全

育
成
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、

答
申
に
基
づ
き
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

を
実
際
に
推
進
し
て
く
だ
さ
る
の

は
、
教
育
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
青
少
年
補
導
委
員
の
皆
さ
ん
で

す
。
4
月
9
日
に
第
３
期
青
少
年

補
導
委
員
の
委
嘱
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
委
員
の
皆
さ
ん
に
は
平
成

 
◆
青
少
年
補
導
委
員

 　

の
任
務

青少年補導委員名簿
（敬称略・順不同） 

任期　平成20年４月～２2年３月

◎会長　○副会長　　　　　　

氏　　　名地区

○工　藤　信　廣　
田　
　
　

中

小　林　眞　澄

原　田　駿　輔

柳　沢　　　直

栗　原　陽　子

渡　邉　奈緒子

○高　橋　俊　典　
滋　
　
　

野

田　口　浩　行

若　林　壮　一

小河原　　　實

高　山　　　透

寺　嶋　健　一

○唐　澤　宏　員　
祢　
　
　

津

北　澤　富士男

佐　藤　春　子

花　岡　　　保

楢　原　みち代

松　澤　春　夫

関　　　四　郎

和

辺　見　敏　紀

飯　嶋　美　子

○中　村　啓　義　

丸　山　貞　子

山　浦　夏　子

小　林　重　子
北　

御　

牧

田　丸　賢　一

渡　辺　正　喜

◎荻　原　慎一郎　

田　中　禮　子

渡　邉　孝　美

井　上　昭　一
学

校

補

導

委

員

河　合　洋　美

高　田　憲　和

竹　内　佐和子

小　出　由希子

藤　松　太　一

中　澤　　　勝

上　條　勇　人

 
◆
市
内
で
の
活
動

 
◆
広
域
的
な
活
動

  
青
少
年
健
全
育
成
計
画
を

　
　
　
　
　
　

策
定
し
ま
し
た

▲中央公民館で行われた委嘱式
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任
期
満
了
に
伴
う
市
長
選
挙
が

４
月
６
日
告
示
さ
れ
、　

日
、
投

１３

票
区
を
再
編
し
た
市
内　

か
所
の

２７

投
票
所
で
午
前
７
時
か
ら
午
後
８

時
（
一
部
を
除
く
）
ま
で
投
票
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
開
票
は
、
午
後

８
時　

分
か
ら
中
央
公
民
館
講
堂

４５

で
行
い
、
激
戦
の
末
花
岡
利
夫
さ

ん
（
田
中
）
が
初
当
選
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成　

年
４
月　

日
か

２０

２５

ら
平
成　

年
４
月　

日
ま
で
で
す
。

２４

２４

 
投
票
区
再
編
に
よ
り

 
期
日
前
投
票
は
５
か
所
で
実
施

　

期
日
前
投
票
所
に
つ
き
ま
し
て

は
、
７
日
か
ら　

日
ま
で
舞
台
が

１２

丘
会
館
、
北
御
牧
総
合
支
所
の
ほ

か
、
今
回
初
め
て
滋
野
児
童
館
、

祢
津
公
民
館
、
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
、
投
票
を

行
い
ま
し
た
。

　

投
票
者
数
は
３
３
９
２
人
、
当

日
の
有
権
者
数
の　

・　

％
で
、

１３

６８

前
回
市
長
選
挙
の
８
・
４
％
を
大

き
く
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　

生
涯
学
習
を
は
じ
め
、
人
権
同

和
教
育
、
教
育
、
保
育
、
青
少
年

育
成
活
動
な
ど
の
推
進
や
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

公
民
館
長

・ 
今 
い
ま 

泉 
い
ず
み　
 
正 
毅
   

（
中
央
公
民
館
）

ま
さ 
と
し

社
会
教
育
指
導
員

・ 
田  
中 　
 
幸 
宏
   

（
中
央
公
民
館
）

た 

な
か 

ゆ
き 
ひ
ろ

　
　

女
性
教
育

　
　

田
中
地
区
生
涯
学
習
担
当

・ 
柳 

や
な
ぎ 

澤 　
 
佑  
三 

さ
わ 

ゆ
う 
ぞ
う

　
　

（
滋
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

　
　

滋
野
地
区
生
涯
学
習
担
当

・ 
山  
浦 　
 
千 
明
   

（
祢
津
公
民
館
）

や
ま 
う
ら 

ち 

あ
き

　
　

祢
津
地
区
生
涯
学
習
担
当

・ 
山  
嵜 　
 
義  
人 

や
ま 
ざ
き 

よ
し 

と

　
　

（
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

　
　

和
地
区
生
涯
学
習
担
当

・ 
鳴  
沢 　
 
康 
一
   

（
北
御
牧
公
民
館
）

な
る 
さ
わ 

こ
う 
い
ち

　
　

北
御
牧
地
区
生
涯
学
習
担
当

・ 
志  
摩 　
 
浩  
一 

し 

ま 

こ
う 
い
ち

　
　

（
東
部
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
）

　
　

人
権
同
和
教
育
担
当

・ 
森 

も
り 

泉 
い
ず
み　
 
和  
雄 

か
ず 

お

　
　

（
北
御
牧
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
）

　
　

人
権
同
和
教
育
担
当

指
導
主
事

・ 
下 

し
も 

條 
じ
ょ
う　
 
貞  
昭 

さ
だ 
あ
き

　
　

（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

　
　

学
校
教
育
指
導
主
事

　
　

教
育
相
談
員

・ 
宮  
下 　
 
知  
茂 

み
や 
し
た 

と
も 
し
げ

　
　

（
東
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
　

保
育
等
相
談
員

（２００８年５月）

  
東
御
市
長
選
挙

　

花
岡
利
夫
さ
ん
が
初
当
選

 
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
は

 
土
屋
浩
美
さ
ん
が
無
投
票
当
選

　

市
議
会
議
員
の
死
去
に
伴
い
、

欠
員
１
と
な
っ
て
い
た
市
議
会
議

員
補
欠
選
挙
に
つ
き
ま
し
て
も
、

６
日
に
告
示
さ
れ
、
新
人
の
土
屋

浩
美
さ
ん
（
常
田
）
以
外
に
届
け

出
が
な
く
、
無
投
票
で
当
選
し
ま

し
た
。

　

任
期
は
平
成　

年
４
月　

日
か

２０

１４

ら
平
成　

年　

月　

日
ま
で
で
す
。

２０

１１

２０

市
長
選
挙
当
選
者

花岡　利夫 （５７）
無所属
（田中）

市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
当
選
者

土屋　浩美 （４７）
無所属
（常田）

  ●開票結果

  ●投票結果

得　　票　　数候　補　者　名

９，０５４●当  花　岡　利　夫

８，１１８　 土　屋　哲　男

投票率 （％）投票者数 （人）
当 日 の
有権者数 （人）

68.48  8,22912,017男

70.71  9,03312,774女

69.6317,26224,791計

図
書
館
長

・ 
竹  
内 　
 
茂  
一 

た
け 
う
ち 

し
げ 
か
ず

青
少
年
セ
ン
タ
ー
所
長

・ 
堀  
口 　
 
雅  
人 

ほ
り 
ぐ
ち 

ま
さ 
ひ
と

行
政
相
談
委
員

　

行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、

要
望
を
お
聴
き
し
、
そ
の
実
現
や

解
決
に
応
じ
て
い
ま
す
。

・ 
土  
屋 　
 
熊 
之
   

つ
ち 

や 

く
ま 
ゆ
き

　
　

東
部
地
区
担
当

・ 
中  
村 　
　

明

な
か 
む
ら

   
あ
き
ら

　
　

北
御
牧
地
区
担
当

人
権
擁
護
委
員

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る

人
権
侵
害
（
家
庭
内
や
近
隣
で
の

困
り
ご
と
な
ど
）
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

・ 
柳 

や
な
ぎ 

澤 　
 
光  
彦 

さ
わ 

み
つ 
ひ
こ

　

田
中
地
区
担
当

・ 
岡  
本 　
 
眞  
一 

お
か 
も
と 

し
ん 
い
ち

　
　

滋
野
地
区
担
当

・ 
山  
越 　
 
貞  
彦 

や
ま 
こ
し 

さ
だ 
ひ
こ

　
　

祢
津
地
区
担
当

・ 
山  
丸 　
 
洋  
子 

や
ま 
ま
る 

よ
う 

こ

　
　

和
地
区
担
当

・ 
村  
田 　
 
尚  
志 

む
ら 

た 

た
か 

し

　
　

北
御
牧
地
区
担
当

・ 
宮  
坂 　
 
秀  
明 

み
や 
さ
か 

ひ
で 
あ
き

　
　

北
御
牧
地
区
担
当

・ 
山  
浦  
美  
枝  
子 

や
ま 
う
ら 

み 

え 

こ

　
　

北
御
牧
地
区
担
当

無効投票数　90票

●
問
い
合
わ
せ
先　

選
挙
管
理
委
員
会　

�　

－

１
１
１
１
（
内
線
１
１
１
２
）

６２
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とうみ

に
、
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
団
員
を

目
指
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

近
年
、
消
防
団
員
の
減
少
が
全

国
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

東
御
市
も
同
様
に
、
団
員
の
確
保

が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
女
性
団
員
も
含
め
、
地
域
の
若

い
皆
さ
ん
に
消
防
団
活
動
に
参
加

し
て
ほ
し
い
」
と
事
務
局
で
は
話

し
て
い
ま
し
た
。

●
消
防
団
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

東
御
消
防
署
�　

－

０
１
１
９

６２

　

人
権
侵
害
の
本
当
の
苦
し
み
は
受

け
た
人
で
な
い
と
わ
か
ら
な
い
と
い

い
ま
す
。
し
か
し
、
多
く
の
人
々
は
、

大
な
り
小
な
り
侵
害
（
い
じ
め
、
差

別
）
を
受
け
た
経
験
を
も
っ
て
い
る

は
ず
で
す
。

　

人
権
侵
害
に
は
一
般
的
な
も
の
と

し
て
理
解
し
や
す
い
身
近
な
も
の
と
、

特
に
思
い
を
重
ね
る
こ
と
が
必
要
な

体
験
的
な
も
の
、
想
像
の
及
び
に
く

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
被

差
別
部
落
の
人
に
対
し
て
、
在
住
す

る
外
国
の
人
に
対
し
て
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
者
に
対
し
て
、
元
ハ
ン
セ
ン
病
の

人
に
対
し
て
、
刑
を
終
え
て
出
所
し

た
人
に
対
し
て
。

　

最
近
こ
ん
な
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

建
設
会
社
社
員
（　

歳
）
は
、
１

３３

９
８
１
年
春
、
部
落
外
の
女
性
と
結

婚
し
た
。
親
類
は
彼
の
出
身
を
た
て

に
強
く
反
対
し
て
彼
女
を
連
れ
帰
っ

た
こ
と
も
あ
る
。
式
は
妻
の
親
類
や

両
親
も
欠
席
。
だ
が
、
ま
も
な
く
両

親
と
は
和
解
し
、
今
は
２
人
の
息
子

と
共
に
実
家
と
行
き
来
し
て
い
る
。

　

「
お
れ
た
ち
は
と
も
か
く
、
こ
れ

か
ら
結
婚
す
る
若
者
が
心
配
だ
よ

ね
」　

部
落
に
住
む
未
婚
の
女
性
の

１
人
は
、「
前
に
勤
め
て
い
た
会
社

で
は
、
出
身
を
言
え
な
か
っ
た
。
何

か
あ
っ
た
時
に
、
あ
の
子
は
部
落
だ

か
ら
っ
て
言
わ
れ
そ
う
で
」　

も
う

１
人
は
「
つ
き
あ
っ
て
い
る
相
手
に

出
身
を
言
っ
た
ら
、
そ
ん
な
の
関
係

な
い
よ
っ
て
言
わ
れ
た
。
会
社
に
い

て
思
う
の
は
、
差
別
の
問
題
に
、
み

ん
な
が
無
関
心
だ
と
い
う
こ
と
」

　

露
骨
な
差
別
は
な
い
が
、
言
葉
に

で
き
な
い
何
か
を
感
じ
て
い
る
。
結

婚
問
題
は
現
在
も
あ
ま
り
変
わ
っ
て

い
な
い
。

　

今
年
の
市
報
１
月
号
の
こ
の
欄
で

紹
介
し
た
よ
う
に
、
職
場
で
出
身
を

明
か
し
、
よ
い
人
間
関
係
を
築
い
て

い
る
人
も
い
ま
す
。

　

人
権
問
題
で
苦
し
ん
で
い
る
人
に

と
っ
て
、
一
番
残
酷
な
こ
と
は
無
関

心
な
こ
と
だ
と
い
い
ま
す
。
特
に
人

権
問
題
は
、「
ソ
ン
ナ
ノ
、
カ
ン
ケ
イ

ネ
エ
！
」
で
は
な
く
、
一
人
一
人
が
、

心
し
て
か
か
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
、

人
権
の
世
紀
を
実
現
す
る
こ
と
に
貢

献
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　

４
月
６
日
、
文
化
会
館
サ
ン
テ

ラ
ス
ホ
ー
ル
で
平
成　

年
度
東
御

２０

市
消
防
団
任
命
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
副
団
長
や
分
団

長
な
ど
２
３
４
名
が
任
命
を
受
け

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
新
た
に
入

団
し
た
団
員
は　

名
で
、
新
入
団

５７

員
を
代
表
し
て
加
沢
部
の
山
崎
亨

さ
ん
が
「
良
心
に
従
っ
て
、
忠
実

に
消
防
団
活
動
を
行
い
ま
す
」
と

宣
誓
し
、
消
防
団
員
と
し
て
の
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

式
で
は
掛
川
久
喜
団
長
が
「
自
ら

の
地
域
は
自
ら
が
守
る
と
い
う
消

防
の
精
神
を
再
認
識
す
る
と
と
も

団　　　　長　掛川　久喜

副　 団 　長　荻原　伸幸

副　 団 　長　井出　史亮

第一分団長　堀口　　剛

第二分団長　小林　裕明

第三分団長　塚田　　聡

第四分団長　小松　史岳

第五分団長　柳澤　祐一

第六分団長　井出　広美

第一副分団長　古田　修一

第二副分団長　唐沢　茂幸

第三副分団長　柳澤多久夫

第四副分団長　上野　清司

第 五 副 分 団 長　滝沢　明彦

第 六 副 分 団 長　小山　　済

ラ ッ パ 長　山辺　　稔

音 楽 隊 長　山浦　輝幸

副 ラ ッ パ 長　渡辺　浩之

副 音 楽 隊 長　春原　孝幸

第一分団ラッパ長　渡辺　貴洋

第ニ分団ラッパ長　山浦　光喜

第三分団ラッパ長　小山　寛康

第四分団ラッパ長　武舎　智浩

第五分団ラッパ長　赤尾　隆延

第六分団ラッパ長　大塚　幸隆

平成20年度 本部役員の紹介 （敬称略）

▲掛川団長から新入団員代表の山崎さんに任命書が手渡される
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砂糖 ……………………… 1/2カップ
洋酒 …………………………大さじ１
生クリーム ……………… 1/2カップ
レモン果汁 …………………大さじ１
りんご ……………………………適宜
�作り方
①水を入れた鍋に、粉ゼラチンを入
れふやかす。湯煎で溶かし、熱い
うちに砂糖を加えて混ぜ、溶かす。

②●１ にりんごジュースを少しずつ混
ぜながら加え、レモン果汁、洋酒、
生クリームを加えて混ぜ、氷水で

冷やしながらとろみをつける。（こ
の時に、刻んだりんごを加えてもよ
い）
③油を薄くぬった型に流し、冷やし固
める。
④型から出
し、りん
ごを飾る。

なめらかな口当たりのデザートです

アップルクリームゼリー
�材料（８個分）
りんごジュース ………………… 5００㏄
　粉ゼラチン …………………１５グラム
　水 ………………………… 1/2カップ

�

（レシピ提供：食生活改善推進協議会）

誕生日おめでとう！（5 月生まれ）

 箕  輪 　 一 輝   くん（東町）
みの わ かず き

（１歳、H19.5.6生）

　１歳のお誕生日おめでとう。

　いつもみんなに元気をくれる一輝。強

くたくましく元気いっぱい村一番のガキ

大将になぁ～れ�

　

 尾  芦 　 巧 太   くん（海善寺北）
お あし こう た

（１歳、H19.5.13生）

　１歳のお誕生日、おめでとう�

　いつも巧太の笑顔としぐさにいやさ

れています。

　お兄ちゃんに負けずたくましく、元

気に大きくなってね�

 西  澤 　 幸 帆   ちゃん（日向が丘）
にし ざわ ゆき ほ

（１歳、H19.5.25生）

　１歳のお誕生日おめでとう。

　お兄ちゃんが大好きな幸帆。２人の笑

い声でいっぱいの日々がお父さんとお母

さんの宝物です。

 山  浦 　 翔 和   くん （加沢）
やま うら と わ

（１歳、H19.5.8生）

　�１歳のお誕生日おめでとう�

　笑った顔、泣いた顔、怒った顔…。翔

和の全部が愛しくて大好き���

　こんな気持ちを教えてくれてありがと

うね！

 � 
やなぎ

 澤 　 和 久   くん（東町）
さわ かず ひさ

（１歳、H19.5.19生）

　和くん、１歳のお誕生日おめでとう�

　和くんの笑顔は、みんなを元気にして

くれているよ。これからも智久おにい

ちゃん・陽久おにいちゃんと仲良く、す

くすくと大きくなってネ�

 手  塚 　　舞   ちゃん（桜井）
て づか まい

 （１歳、H19.5.30生）

　１歳のお誕生日おめでとう！

　いつもニコニコ笑顔の舞ちゃん。

　その笑顔が家族の宝物です。

　これからも元気いっぱいに育ってね�

 成  澤 　 優 希   くん（西宮）
なる さわ ゆう き

 （２歳、H18.5.4生）

　２歳のお誕生日おめでとう�

　イタズラでやんちゃな優 kun ! でも

ちょっぴり泣き虫！元気一杯遊んで、大

きくなあれ～�

　お姉ちゃんとも仲良くネ�

 金  井 　 絆 那   くん（本海野）
かな い きず な

（２歳、H18.5.10生）

　きっくん�２歳おめでとう�

　毎日どんどん成長していく絆那にパパ

もママも幸せいっぱい�

　ずっと大好きだよ、絆那�

 馬  場  瑚  々  海   ちゃん（田中）
ば ば こ こ み

 （２歳、H18.5.26生）

　ここちゃん。お誕生日おめでとう。

　毎日歌を歌ったりダンスしたり泣いて

怒る我が家のお姫様。

　元気に大きくなってね。

 依  田  愛  優 香   ちゃん（加沢）
よ だ あ ゆ か

（２歳、H18.5.3生）

　あゆ、２歳の誕生日おめでとう��

もう何でもお話しできるようになって皆

を笑わせてくれるね�あゆにも妹ができ

てもうお姉ちゃんだね。まゆとこれから

もいっぱい遊んで、仲良くしてあげてね�

☆募集します!!☆（対象者６月生まれの３歳まで）　写真（うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名（ふりが
な）・生年月日・性別・TEL・コメント５０字程度を添えて企画課広報担当までお送りください。記載漏れのあるものは掲載いたし
かねます。なお紙面の都合上適宜編集いたしますのでご了承ください。　締め切りは、５月１４日 （水） 必着。

〔
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とうみ

　

４
月
２
日
、
地
域
で
保
育
園
を
支
え

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
大
勢
の
ご
来
賓

に
出
席
い
た
だ
き
、
平
成　

年
度
の
入

２０

園
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

少
子
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
人

数
が
減
っ
て
い
る
園
が
多
い
中
、
当
園

で
は　

名
の
新
入
園
児
を
迎
え
る
こ
と

５３

が
で
き
ま
し
た
。

　

式
で
は
、「
さ
ん
ぽ
」
の
曲
が
流
れ
る

中
、
手
拍
子
に
迎
え
ら
れ
、
新
入
園
児

一
人
一
人
の
名
前
が
呼
ば
れ
、
お
父
さ

ん
お
母
さ
ん
と
手
を
つ
な
ぎ
一
緒
に
入

場
し
ま
し
た
。

　

在
園
児
が
歌
う
園
歌
を
静
か
に
聞
き
、

お
客
様
の
お
話
し
の
間
も
い
す
に
座
っ

て
い
ら
れ
な
い
子
や
出
歩
い
て
し
ま
う

子
も
少
な
く
、
比
較
的
落
ち
着
い
て
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
つ

い
こ
の
間
ま
で
ま
だ
ま
だ
幼
さ
の
残
っ

た
年
少
児
、
年
長
児
に
頼
っ
て
い
た
年

中
児
も
新
入
園
児
を
迎
え
た
と
た
ん　

�
お
や
ま
す
わ
り
�
で
口
を
閉
じ
、

し
っ
か
り
と
お
話
し
を
聞
き
、
見
違
え

る
ほ
ど
頼
も
し
い
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん

に
成
長
し
ま
し
た
。

　

保
育
士
も
子
ど
も
た
ち
の
大
好
き
な

ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
手
あ
そ
び
や
ク
ラ
ス

の
名
前
を
入
れ
た
歌
を
プ
ラ
カ
ー
ド
で

見
せ
な
が
ら
歌
い
、
保
育
園
に
来
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

と
行
い
ま
し
た
。

　

保
育
園
に
慣
れ
る
ま
で
の
間
は
、
お

母
さ
ん
方
を
追
い
、
涙
の
あ
ふ
れ
る
子

ど
も
た
ち
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
見
守
り
、

忍
耐
の
日
々
が
続
く
お
母
さ
ん
方
で
す

が
、
保
育
士
を
信
頼
し
預
け
て
い
た
だ

き
、
１
日
も
早
く
笑
顔
で
登
園
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
後
で
振
り
返
っ
て
き
っ
と
懐
か
し

い
思
い
出
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

▲ドキドキ  みんなとご対面！

▲トントントントン  アンパンマン♪

少年柔道県予選会で初優勝
念願の全国大会出場

ぶどう栽培に取り組む
蓮見喜昭さん 県知事賞受賞

　

３
月　

日
に
松
本
市
で
行
わ
れ
た
第

２３

　

回
全
国
少
年
柔
道
大
会
長
野
県
予
選

２８会
（
団
体
戦
）
で
東
部
柔
道
教
室
の
生

徒
が
初
優
勝
し
、
念
願
の
全
国
大
会
へ

の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

準
決
勝
ま
で
順
調
に
勝
ち
進
み
、
決

勝
戦
で
は
平
均
体
重
が　
 
㎏ 
も
重
い
中

１５

信
地
区
の
チ
ー
ム
と
対
戦
し
ま
し
た
。

先
鋒
か
ら
副
将
ま
で
４
人
す
べ
て
が
引

き
分
け
、
大
将
戦
ま
で
も
つ
れ
た
試
合

は
、
鷹
野
さ
ん
の
押
さ
え
込
み
で
見
事

に
勝
利
し
、
軽
量
チ
ー
ム
の
優
勝
に
試

合
後
は
選
手
全
員
に
惜
し
み
な
い
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。
全
国
大
会
は
５
月

５
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
出
場
選
手
（
写
真
左
か
ら
）

大
将　

鷹
野　

仁
さ
ん （
田
中
小
６
年
）

副
将　

北
原
龍
司
さ
ん （
和
小
６
年
）

中
堅　

北
原
聖
司
さ
ん （
和
小
６
年
）

次
鋒　

小
林
耀
平
さ
ん （
祢
津
小
５
年
）

先
鋒　

上
原
万
智
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
田
中
小
５
年
）

　

「
平
成　

年
度
明
日
の
長
野
県
農
業

１９

を
担
う
若
人
の
つ
ど
い
」（
長
野
県
主
催
）

意
見
発
表
の
部
に
出
場
し
た
蓮
見
喜
昭

さ
ん（
出
場
）が
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
農
業
な
ど
に
つ
い
て
意
見
発
表

を
し
、
見
事
県
知
事
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

蓮
見
さ
ん
は
愛
知
県
出
身
で
、
高
校
、

大
学
を
ア
メ
リ
カ
で
過
ご
し
、
卒
業
後
、

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
通
訳
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
当
時
飲
ん
だ
ワ
イ
ン
の
味
が

忘
れ
ら
れ
ず
、
日
本
に
帰
国
後
、
ワ
イ

ナ
リ
ー
に
就
職
し
ま
し
た
。
そ
の
後
自

ら
栽
培
し
た
ぶ
ど
う
で
ワ
イ
ン
を
作
り

た
い
と
の
思
い
か
ら
独
立
し
、
ぶ
ど
う

栽
培
の
適
地
を
探
し
、
降
雨
量
が
少
な

い
な
ど
の
理
由
か
ら
当
市
を
選
び
ま
し

た
。

　

現
在
は
市
内
で
巨
峰
を　

ア
ー
ル
、

３０

ワ
イ
ン
用
の
ぶ
ど
う
を　

ア
ー
ル
栽
培

８５

し
て
い
ま
す
。
地
域
と
も
積
極
的
に
関

わ
り
な
が
ら
、
農
業
に
取
り
組
む
蓮
見

さ
ん
の
今
後
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。 ▲念願の全国大会に出場する選手と指導者の上原隆幸さん▲今後県代表として関東大会へ出場する蓮見さん
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東
部
中
学
校
に

　
　
　
　

入
学
し
て

　
　
　

東
部
中
学
校
１
年

　
 
堀  
池 　
　

慎
   
　

ほ
り 
い
け 

し
ん

　

４
月
４
日
、
僕
は
東
部
中
に
入

学
し
ま
し
た
。
入
学
式
は
と
て
も

緊
張
し
ま
し
た
。
入
場
す
る
時
の

吹
奏
楽
の
演
奏
に
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
太
鼓
の
力
強
い
音
が
心
に

響
き
ま
し
た
。
僕
の
組
は
１
人
多

い
み
た
い
で
、
席
に
座
る
と
僕
だ

け
列
か
ら
飛
び
出
て
い
ま
し
た
。

し
か
も
横
に
は
先
生
が
大
勢
座
っ

て
い
ま
し
た
。
後
ろ
に
は
２
、
３

年
生
が
座
っ
て
い
ま
し
た
。
と
て

も
恥
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。
や
っ

と
入
学
式
が
終
わ
り
、
ほ
っ
と
し

た
ら
、
始
業
式
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
ず
っ
と
緊
張
し
て
座
っ
て
い

ま
し
た
。
気
が
つ
く
と
終
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
本
当
に
緊
張
し
た
１

　 
最
上
級
生
と
し
て

　
　
　

東
部
中
学
校
３
年

　
 
大  
井 　
 
政 
人
   
　

お
お 

い 

ま
さ 

と

　

４
月
４
日
の
日
、
僕
た
ち
は
２

７
４
名
の
新
し
い
仲
間
を
迎
え
ま

し
た
。
２
年
前
は
僕
た
ち
も
こ
れ

か
ら
の
生
活
に
胸
が
高
鳴
っ
て
い

た
の
に
、
い
つ
の
間
に
か
最
上
級

生
と
な
り
、
下
級
生
の
見
本
と
な

る
立
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
１
年
間
、
僕
た
ち

は
�
最
後
の
○
○
�
と
呼
ば
れ
る

も
の
が
多
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

僕
た
ち
が
全
校
の
見
本
と
な
る
最

上
級
生
に
な
っ
た
と
い
う
証
…
だ

か
ら
、
僕
は
こ
の
１
年
間
を
全
校

の
中
心
と
し
て
、
ま
た
、
生
徒
会

長
と
し
て
、
全
校
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

歴
代
の
先
輩
方
の
築
き
上
げ
て
き

た
素
晴
ら
し
い
東
部
中
学
校
の
歴

日
で
し
た
。

　

月
曜
日
、
初
め
て
登
校
し
た
日

に
う
れ
し
い
こ
と

が
二
つ
あ
り
ま
し

た
。
一
つ
は
中
学

の
制
服
を
着
て
、

友
達
と
話
し
な
が

ら
来
た
こ
と
で
す
。

も
う
一
つ
は
２
、

３
年
生
と
同
じ
方

向
に
向
か
っ
て
歩

い
て
き
た
こ
と
で

す
。
今
ま
で
は
ず

っ
と
中
学
生
と
反

対
の
方
向
に
歩
い

て
い
た
の
に
、
中

学
に
入
学
し
た
ら

２
、
３
年
生
と
同

じ
方
向
に
歩
い
て

い
る
こ
と
が
、
と

て
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

史
に
新
た
な
１
ペ
ー
ジ
を
刻
み
、

次
へ
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

�
最
後
の
�
１
年
間
、
新
た
に

入
っ
た
２
７
４
名
を
含
め
た
全
校

の
仲
間
と
共
に
、
新
入
生
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
２
、
３
年
生
も
「
と

て
も
楽
し
い
１
年
だ
っ
た
」
と
思

え
る
よ
う
な
最
高
の
生
徒
会
目
指

し
て
、
１
年
間
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
中
学
校
生
活
が
楽

し
み
で
す
。

▲新しい学び舎で先輩方に迎えられて

　 
人
の
た
め
に
働
く
喜
び

　
　
　

滋
野
小
学
校
６
年

　
 
澤  
崎 
あ
い
り　

さ
わ 
ざ
き

　

私
は
「
人
の
た
め
に
働
く
っ
て
、

む
ず
か
し
い
事
だ
な
あ
」
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
だ
け
ど
、
人
の
た

め
に
働
く
と
、
と
て
も
す
が
す
が

し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。「
あ

り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
る
と
、
う

れ
し
い
し
、
笑
顔
に
な
っ
て
く
れ

る
と
「
や
っ
て
良
か
っ

た
な
あ
」
と
思
い
ま
す
。

　

滋
野
小
学
校
の
人
達

は
、
み
ん
な
や
さ
し
い

人
ば
か
り
で
す
。
そ
ん

な
心
の
や
さ
し
い
人
達

が
笑
顔
に
な
っ
て
く
れ

る
よ
う
に
、
本
部
と
し

て
あ
い
さ
つ
を
た
く
さ

ん
し
た
り
、
楽
し
い
き

か
く
を
考
え
た
り
一
生

け
ん
命
が
ん
ば
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
休
み
時

間
が
つ
ぶ
れ
た
り
、
頭

を
な
や
ま
せ
た
り
、
と

て
も
大
変
な
事
も
あ
り

ま
す
。
だ
け
ど
、
後
か
い
し
な
い

よ
う
に「
や
っ
て
良
か
っ
た
な
あ
」

と
思
え
る
よ
う
に
、
全
校
の
み
ん

な
の
笑
顔
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

先
日
は
、
児
童
会
総
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
自
由
発
言
の
時
間
に

は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
発
言
し
て

く
れ
ま
し
た
。
私
は
改
め
て
「
よ

し
、
全
校
の
み
ん
な
の
た
め
に
が

ん
ば
ろ
う
」
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
児
童
会
大
目
標
「
広
げ

よ
う
あ
い
さ
つ
・
な
か
よ
し
の
わ

　

笑
顔
あ
ふ
れ
る
滋
野
小
」
に
向

け
て
、
全
力
投
球
。
精
い
っ
ぱ
い

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

▲児童会総会より  健康委員長による答弁
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とうみ

交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通
事事事事事事事事事事
故故故故故故故故故故
００００００００００
をををををををををを
目目目目目目目目目目
指指指指指指指指指指
しししししししししし
てててててててててて

 
交
通
事
故 
０ 
を
目
指
し
て

ゼ
ロ

  　
　
　

〜
東
御
市
交
通
少
年
団
の
活
動
〜

　

東
御
市
交
通
少
年
団
は
、
市
内

小
学
校
の
５
、
６
年
生　

名
に
よ

５０

り
組
織
さ
れ
、
小
学
校
の
交
通
安

全
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
交
通
安
全
啓

発
の
た
め
に
、
交
通
安
全
協
会
と

一
緒
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
主
な

活
動
と
し
て
、
夏
休
み
期
間
中
は

道
の
駅
な
ど
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交

通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
手
渡
す

「
交
通
安
全
レ
タ
ー
作
戦
」
や
交

通
安
全
施
設
等
へ
の
視
察
研
修
、

夜
間
の
歩
行
者
の
安
全
確
保
を
す

る
た
め
、
靴
の
か
か
と
に
反
射
シ

ー
ル
を
は
る
「
ピ
カ
ピ
カ
ペ
ッ
タ

ン
コ
作
戦
」
な
ど
様
々
な
活
動
を

通
し
、
団
員
自
身
も
交
通
ル
ー
ル

の
重
要
性
、
交
通
事
故
の
恐
ろ
し

さ
な
ど
を
誰
よ
り
も
感
じ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
今
年
に
入
り
、
す
で

に
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
交
通

事
故
が
１
件
で
も
多
く
減
る
よ
う

願
い
、
団
員
が
昨
年
の
夏
休
み
に

行
っ
た
交
通
安
全
レ
タ
ー
作
戦
と

１
年
間
の
活
動
を
振
り
返
っ
た
思

い
出
の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

　

団
員
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
と

め
て
い
た
だ
き
、
交
通
ル
ー
ル
・

マ
ナ
ー
を
守
り
、
交
通
事
故
を
未

然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

（団員からのメッセージ）
　運転手さんへ

　運転ごくろうさまです。車は便利だけど、ときには

とても危ないものになります。なので、シートベルト

をきちんとしめて、安全運転で走行してください。も

し良かったら、ご返事ください。

　　　　　　　　　　　　北御牧小学校　渡邉宏樹

（運転手さんからのメッセージ）
　初めまして・・・３０日には雨の中、交通安全運動ご

苦労様でしたね。私は上田から千葉に帰る途中、雷電

くるみの里に寄って安全のマスコット帽子をもらいま

した。私はお酒は飲みませんが、渡邉君たちの交通安

全運動が無駄にならないように、シートベルトをし、

スピードに気をつけて運転します。　千葉県　男性

交通安全レター作戦

　

私
は
、
昨
年
４
月
に「
交
通
少
年
団
」に

入
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
１
年
で
い

ろ
い
ろ
な
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
運
転
手
の
人
に
「
飲
酒
運
転
防

止
」
な
ど
、
交
通
安
全
に
対
す
る
お
手
紙

を
書
き
ま
し
た
。
都
合
で
わ
た
す
時
は
参

加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
後
に
な
っ
て

茨
城
県
の
方
か
ら
「
長
野
県
か
ら
茨
城
県

ま
で
３
４
０ 
㎞ 
の
長
い
道
の
り
を
無
事
帰

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
い
う
お
礼
の

お
手
紙
を
も
ら
っ
て
少
し
で
も
役
に
た
て

て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　
　

月
に
は
、
交
通
少
年
団
視
察
研
修
で

１０
陸
上
自
衛
隊
松
本
駐
屯
地
見
学
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
陸
上
自
衛
隊
の

方
々
の
き
び
し
い
訓
練
の
様
子
を
ビ
デ
オ

で
見
ま
し
た
。
そ
の
ビ
デ
オ
を
見
て
、
守

り
た
い
人
の
た
め
に
ふ
つ
う
の
人
で
は
と

て
も
で
き
な
い
よ
う
な
、
か
こ
く
な
訓
練

を
し
て
い
て
、
ス
ゴ
イ
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。

　
　

月
に
は
、
各
地
区
の
お
店
に
行
っ
て
、

１２
お
店
か
ら
帰
る
人
な
ど
に
チ
ラ
シ
と

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
っ
た
り
、
足
に
反
射
材

を
は
っ
た
り
す
る
、
ピ
カ
ピ
カ
ペ
ッ
タ
ン

コ
作
戦
と
い
う
活
動
を
し
ま
し
た
。
こ
の

日
に
私
た
ち
が
活
動
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

夜
の
歩
行
者
の
交
通
事
故
が
少
し
で
も
ふ

せ
げ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　

新
聞
を
見
て
い
る
と
、
毎
日
の
よ
う
に

交
通
事
故
の
記
事
が
目
に
つ
き
ま
す
。
新

聞
に
の
ら
な
く
て
も
家
の
近
く
で
、
つ
い

と
つ
事
故
や
小
さ
な
ケ
ガ
を
し
た
人
も
い

て
、
交
通
事
故
は
怖
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
こ
れ
か
ら
も
、
右
側
通
行
を
し
た
り
、

自
転
車
に
乗
る
時
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ

っ
た
り
、
友
達
と
ふ
ざ
け
て
道
を
歩
い
た

り
し
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
小
さ
な
こ

と
か
ら
交
通
安
全
に
心
が
け
、
家
族
や
友

達
に
も
安
全
を
よ
び
か
け
て
い
き
た
い
で

す
。

  
交
通
少
年
団
に
入
っ
て

　

期
団
員　
 
土  
屋 　
　

綾
   
　

つ
ち 

や 

あ
や

２８

（
滋
野
小
）

▲陸上自衛隊松本駐屯地で団員全員の記念撮影

▲買い物客の靴に反射シールをはる団員

▲交通安全レターを渡す団員

上田交通安全協会東御

▲

部会女性部員が作成し
たマスコットの「ヒヤ
リハット」
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農
業
委
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た

　

任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
の
改

選
が
行
わ
れ
、
４
月
１
日
付
け
で　
２８

名
の
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
委
員
そ
れ
ぞ

れ
が
担
当
地
区
を
受
け
持
っ
て
い
ま

す
。
農
地
な
ど
に
関
す
る
相
談
に
つ

き
ま
し
て
は
、
担
当
地
区
の
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

（
敬
称
略
・
カ
ッ
コ
内
は
担
当
地
区
）

会
長
あ
い
さ
つ

会
長

  
堀 　
　
 
常  
夫 

ほ
り 

つ
ね 

お

（
東
深
井
・
西
深

　

井
・
曽
根
）

  
竹  
重 　
 
公  
夫 

た
け 
し
げ 

き
み 

お

（
羽
毛
山
・
大
日

　

向
・
郷
仕
川
原

　

・
牧
ヶ
原
）

  
渡  
邉 　
 
正  
喜 

わ
た 
な
べ 

ま
さ 

き

（
島
川
原
・
布
下

　

・
常
満
）

  
小  
山 　
 
貞  
光 

こ 

や
ま 

さ
だ 
み
つ

（
上
八
重
原
・
田

　

楽
）

  
所 

と
こ
ろ　
　
 
和  
榮 

か
ず 

え

（
本
海
野
・
西
海

　

野
）

  
唐  
沢 　
 
元  
生 

か
ら 
さ
わ 

も
と 
な
り

（
北
部
・
御
牧
台
）

会
長
職
務
代
理

  
山  
浦 　
 
正  
芳 

や
ま 
う
ら 

ま
さ 
よ
し

（
田
之
尻
）

  
塚  
田 　
 
利  
治 

つ
か 

だ 

と
し 
は
る

（
大
川
・
栗
林
）

  
山  
本 　
　

や
ま 
も
と

 
清 

き
よ
し

（
加
沢
）

  
土  
屋  
五  
十  
六 

つ
ち 

や 

い 

そ 

む

（
海
善
寺
・
海
善

　

寺
北
・
日
向
が

　

丘
）

  
山  
浦 　
 
尚  
武 

や
ま 
う
ら 

な
お 
た
け

（
本
下
之
城
・
切

　

久
保
・
八
反
田
）

  
関 　
　
 
宰  
男 

せ
き 

お
さ 

お

（
中
八
重
原
・
芸

　

術
む
ら
・
白
樺
）

  
渡  
邉 　
 
一  
統 

わ
た 
な
べ 

か
づ 

と

（
宮
・
畔
田
）

  
丸  
山  
悠  
紀  
夫 

ま
る 
や
ま 

ゆ 

き 

お

（
大
石
）

  
依  
田 　
 
光  
生 

よ 

だ 

み
つ 

お

（
南
部
）

  
花  
岡 　
 
新  
介 

は
な 
お
か 

し
ん 
す
け

（
出
場
・
金
井
）

 　
や
な
ぎ

   
 
澤  
清  
久  
夫 

さ
わ 

き 

く 

お

（
東
町
・
滝
の
沢

　

・
祢
津
南
）

  
武  
田 　
 
雄
興 

た
け 

だ 

ゆ
う
こ
う

（
常
田
・
城
ノ
前
）

  
楢  
原  
由  
紀  
子 

な
ら 
は
ら 

ゆ 

き 

こ

（
新
張
・
横
堰
・

　

奈
良
原
）

  
須  
田 　
 
勝  
也 

す 

だ 

か
つ 

や

（
片
羽
・
赤
岩
・

　

中
屋
敷
）

  
船  
田 　
　

ふ
な 

だ

 
寛 

ひ
ろ
し

（
西
宮
・
姫
子
沢
）

  
射  
手 　
 
幸  
雄 

い 

て 

ゆ
き 

お

（
田
中
・
県
）

  
市  
川 　
 
賢  
二 

い
ち 
か
わ 

け
ん 

じ

（
桜
井
・
乙
女
平

　

・
王
子
平
）

  
田  
中 　

た 

な
か

 
良 

り
ょ
う 

一 
い
ち

（
田
沢
・
西
入
・

　

東
入
）

  
竹  
内 　
 
恒  
幸 

た
け 
う
ち 

つ
ね 
ゆ
き

（
新
屋
・
伊
勢
原
）

  
笹 

さ
さ 

平 
だ
い
ら 

千  
賀  
子 

ち 

か 

こ

（
下
八
重
原
東
・

　

下
八
重
原
西
・

　

山
崎
）

  
阿  
部 　
 
辰  
行 

あ 

べ 

た
つ 
ゆ
き

（
別
府
・
聖
・

　

原
口
）

  
神  
津 　
 
敬  
次 

こ
う 

ず 

け
い 

じ

（
東
上
田
・
寺
坂
）

　

こ
の
度
の
改
選
に
伴
い
、
農
業
委

員
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
東
御

市
農
業
発
展
の
た
め
、
職
務
を
全
う

す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
国
で
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉

等
の
農
政
対
策
が
進
む
中
、
私
た
ち

農
業
委
員
会
は
、
東
御
市
の
地
域
農

業
・
担
い
手
強
化
に
向
け
た
取
り
組

み
と
し
て
「
品
目
横
断
的
経
営
安
定

対
策
」「
米
政
策
改
革
推
進
対
策
」「
農

地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」
の

農
政
改
革
３
本
柱
を
基
軸
と
し
た
、

地
域
農
業
の
活
性
化
に
努
め
て
い
ま

す
。
東
御
市
の
素
晴
ら
し
い
環
境
を

生
か
し
た
地
域
農
業
の
発
展
の
た
め
、

農
業
委
員
一
人
一
人
が
魅
力
溢
れ
る

農
業
の
確
立
に
向
け
、
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
関
係
各
位
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　●問い合わせ先　農業委員会事務局　�64－0535
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図
書
館
だ
よ
り

◆
新
着
本
案
内
◆

◆
一
般
書

�
ジ
ー
ン
・
ワ
ル
ツ
…
…
…
海
堂　

尊
・
著

�
ス
テ
ッ
プ
…
…
…
…
…
香
納　

諒
一
・
著

�
狐
火
の
家
…
…
…
…
…
貴
志　

祐
介
・
著

�
亡
者
の
銭
（
足
引
き
寺
閻
魔
帳
）

　
　
　
　
　
　
　

…
…
澤
田　

ふ
じ
子
・
著

�
い
の
ち－

い
ち
ば
ん
大
切
な
も
の－

…
…
相
田　

み
つ
を
・
著

◆
児
童
書

�
花
ざ
か
り
の
家
の
魔
女

　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
河
原　

潤
子
・
作

�
わ
た
し
の
す
き
な
お
と
う
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

…
…
北
川　

チ
ハ
ル
・
作

�
す
て
き
な
お
へ
や
を
し
ょ
う
か
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

…
…
か
ま
た　

の
ぶ
こ
・
絵

�
ふ
ら
ふ
ら
み
つ
ば
ち

　
　
　
　
　
　

…
…
か
と
う　

よ
う
こ
・
絵

�
に
い
さ
ん
…
…
…
…
い
せ　

ひ
で
こ
・
絵

インターネットで図書館の本が検索できます。　http://www.echol.gr.jp

５
月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク

【
心
や
か
ら
だ
の
本
】　

　

あ
た
た
か
く
な
り
、
心
や
か
ら
だ

が
動
き
出
す
季
節
で
す
。
そ
ん
な
季

節
に
合
っ
た
本
を
選
ん
で
み
ま
し
た
。

�
か
ら
だ
大
冒
険

 

へ
つ
ぎ
り
ょ
う
・
作

す
が
の
や
す
の
り
・
絵

ク
リ
エ
イ
ツ
か
も
が
わ

�
じ
ぶ
ん
で
じ
ぶ
ん
を
ま
も
ろ
う
②

　

ひ
と
り
で
が
ま
ん
し
な
い
よ
！

嶋
崎
政
男
・
監

す
み
も
と
な
な
み
・
絵

あ
か
ね
書
房

和
子
ど
も
文
庫
に
よ
る

5
月
の
お
は
な
し
こ
ど
も
会

�
日
時　

5
月　

日 （
土
）
午
前　

時　

分
〜

１７

１０

３０

�
場
所　

市
立
図
書
館
2
階
読
書
会
室

�
内
容

　

人
形
劇　

「
お
だ
ん
ご
ぱ
ん
」

　

絵　

本　

「
ガ
ン
ピ
ー
さ
ん
の
ふ
な
あ
そ
び
」

　
　
　
　
　

「
ね
こ
の
ば
け
も
の
た
い
じ
」
他

　

工　

作　

清
水
さ
と
み
先
生
を
お
迎
え
し
、

　
　
　
　
　

折
り
紙
で
「
こ
と
り
と
か
た
つ
む

　
　
　
　
　

り
」
を
作
り
ま
す
。

5
月
9
日 （
金
） は
、
お
は
な
し
会
が
あ
り
ま
す

�
時
間　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

�
場
所　

こ
ど
も
フ
ロ
ア
に
て

�
対
象　

就
園
前
の
お
子
さ
ん

◆
行

事

予

定
◆

  
図
書
館
発

   
オ
ス
ス
メ
の
一
冊

�
モ
ー
ニ
ン
グ　
　
　
　

小
路　

幸
也
・
著

　
　
　
　
　
　
　
　

実
業
之
日
本
社

　
　

大
学
時
代
の
親
友
の 
訃  
報 
に
接
し
た

ふ 

ほ
う

「
私
」
は
、
葬
儀
の
席
で
大
学
時
代
バ
ン
ド

を
組
ん
で
い
た
仲
間
と
再
会
す
る
。
葬
儀
を

終
え
た
と
き
、
仲
間
の
１
人
の
淳
平
が
自
殺

を
口
に
す
る
。
説
得

を
試
み
る
「
私
」
と

仲
間
た
ち
だ
っ
た
が
、

封
印
し
て
き
た
過
去

が
浮
上
し
…
。

�
な
か
な
お
り

　
　
　
　

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
ゾ
ロ
ト
ウ
・
文

み
ら
い
な
な
・
訳

ア
ー
ノ
ル
ド
・
ロ
ー
ベ
ル
・
絵

　
　
　
　
　
　
　
　
　

童
話
屋

　

じ
ゃ
あ
じ
ゃ
あ
降
り
の
雨
の
朝
、
パ
パ
は

マ
マ
に
行
っ
て
き
ま
す
の
き
キ
ス
を
忘
れ
て

出
か
け
て
し
ま
い
ま
し

た
。
不
機
嫌
に
な
っ
た

マ
マ
は
、
起
き
て
き
た

ジ
ョ
ナ
サ
ン
に
や
つ
あ

と
り
を
し
て
し
ま
い
ま

す
。
ジ
ョ
ナ
サ
ン
も
腹

を
立
て
て
し
ま
い
…
。

�
こ
い
ぬ
の
う
ん
ち

　
　
　
　

ク
ォ
ン
・
ジ
ョ
ン
セ
ン
・
文

チ
ョ
ン
・
ス
ン
ガ
ク
・
絵

ピ
ョ
ン
・
キ
ジ
ャ
・
訳

平
凡
社

　

「
ぼ
く
は
な
ん
の
と
り
え
も
な
い
の
か
な

あ
」　

ち
っ
ぽ
け
で
、
な
き
む
し
の
、
こ
い
ぬ

の
う
ん
ち
。
け
れ
ど
、

春
が
お
と
ず
れ
た
そ
の

と
き
…
。
目
立
た
な
い

も
の
、
弱
い
も
の
に
対

す
る
や
さ
し
さ
が
こ
め

ら
れ
た
絵
本
。

5月の休館日
（赤丸の日が休館日です。）

土金木水火月日

�21

10987���

1716151413�11

2423222120�18

31�292827�25

　

図
書
館
の
本
は
、
内
容
に
よ
り

「
日
本
十
進
分
類
法
（
Ｎ
Ｄ
Ｃ
）」
で

分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
の

背
に
は
、「
図
書
ラ
ベ
ル
」
が
は
っ
て

あ
り
ま
す
。
検
索
機
で
調
べ
た
時
に

表
示
さ
れ
る
「
請
求
記
号
」（
分
類
番

号
と
図
書
記
号　

例
：
３
７
８
ケ
）

と
同
じ
も
の
が
図
書
ラ
ベ
ル
に
も
表

示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
で
本

の
場
所
を
探
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

同
じ
テ
ー
マ
の
本
は
同
じ
場
所
に
並

ん
で
い
る
の
で
、
こ
の
方
法
を
知
っ

て
い
る
と
本
が
探
し
や
す
く
な
り
ま

す
。

　

図
書
館
の
本
の
並
び
方
に
は
き
ま

り
が
あ
り
、
分
類
番
号
順
に
並
ん
で

い
ま
す
。
本
だ
な
か
ら
出
し
た
本
が

ど
こ
に
入
っ
て
い
た
か
わ
か
ら
な
く

な
っ
た
と
き
は
、
本
だ
な
に
置
か
な

い
で
、
職
員
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
で
も
見
つ
か
ら
な
い
、
わ
か

ら
な
い
場
合
は
、
遠
慮
な
く
図
書
館

職
員
に
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

☆おぼえておくと便利な分類☆
000 総記（百科事典など）

100 哲学（生き方・宗教）

200 歴史（歴史・伝記・地理）

300 社会科学（社会のくらし）

400 自然科学（数学・医学など）

500 技術（工業・家庭など）

600 産業（農林水産業・運輸）

700 芸術（美術・音楽・スポーツ）

800 言語（各国のことば・作文）

900 文学（物語・詩など）

E　  絵本
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研
究
所
の 「
ち
ょ
っ
と
耳
よ
り
な
話
」
②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②

身
体
教
育
医
学
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

身
体
教
育
医
学
研
究
所

「
寝
る
子
は
育
つ
」
な
ら
ぬ

　
　
　
　
　

「
寝
る
子
は
健
康
」

　

地
球
の
裏
側
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
ペ

ロ
タ
ス
（
ブ
ラ
ジ
ル
南
部
、
ウ
ル

グ
ア
イ
ま
で
1
0
0 
㎞ 
近
く
の

町
）
か
ら
発
信
さ
れ
た
、
子
ど
も

の
生
活
習
慣
と
健
康
状
態
に
関
す

る
報
告
を
紹
介
し
ま
す
。

　

現
地
の　

歳
か
ら　

歳
の
児
童

１０

１２

4
4
5
2
人
を
対
象
に
、
ど
れ
だ

け
寝
て
い
る
か
（
睡
眠
時
間
）、
ど

れ
だ
け
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
か

（
テ
レ
ビ
視
聴
時
間
）
を
調
査
し
、

そ
れ
ら
と
、
児
童
の
肥
満
の
状
態

や
血
圧
の
高
さ
と
の
関
係
を
調
べ

ま
し
た
（W

e
lls

ら
2
0
0
7
の

研
究
か
ら
）。

　

そ
の
結
果
、
睡
眠
時
間
が
短
い

児
童
ほ
ど
肥
満
傾
向
に
あ
り
（
B

M
I
（
体
重
÷
身
長
÷
身
長
で
計

算
さ
れ
る
体
格
指
数
）が
大
き
い
）、

血
圧
が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
睡
眠
時
間
が

1
時
間
減
る
ご
と
に
、
肥
満
児
童

の
発
生
率
は
約
1
・
2
倍
ず
つ
増

え
る
と
い
う
数
字
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
の
視
聴
時
間

が
長
い
こ
と
も
肥
満
や
高
血
圧
に

関
係
し
て
い
て
、
こ
う
し
た
関
係

の
背
景
に
は
体
脂
肪
の
蓄
積
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
話
題
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
で
す
が
、
子
ど
も
か
ら

そ
う
し
た
問
題
は
起
こ
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
成
長
期
の
生

活
習
慣
は
一
生
の
健
康
状
態
を
左

右
す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
昔
か
ら
言
う
、「
寝

る
子
は
育
つ
」
な
ら
ぬ
「
寝
る
子

は
健
康
」
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
。

　

「
よ
く
寝
る
」
た
め
に
は
、「
よ

く
動
く
」
こ
と
に
よ
る
適
度
な
疲

労
感
が
大
切
で
す
。
ま
た
、「
よ

く
動
く
」
こ
と
は
「
よ
く
食
べ
る
」

た
め
の
空
腹
感
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。「
よ
く
動
き
（
遊
び
）、
よ
く

食
べ
、
よ
く
寝
る
」
元
気
な
子
ど

も
た
ち
が
一
人
で
も
多
く
育
つ
よ

う
な
地
域
を
目
指
し
た
い
も
の
で

す
。

こ

  
こ
ん
に
ち
は

ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

保
健
師
で
す

  　

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
が
ス
タ
ー
ト

 翠 
みどり

 川  洋  子  保健師
かわ よう こ

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

を
予
防
・
改
善
す
る
た
め
に
、
４

月
か
ら
新
し
い
健
診
・
健
診
支
援

が
始
ま
り
ま
し
た
。

 
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は

 
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
は
、
内
臓
脂
肪
が
蓄
積
し
、
糖

尿
病
・
高
血
圧
・
高
脂
血
症
の
リ

ス
ク
を
二
つ
以
上
持
つ
状
態
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

　

複
数
の
リ
ス
ク
を
あ
わ
せ
も
つ

こ
と
で
、
脳
血
管
疾
患
・
心
疾
患

の
リ
ス
ク
が
拡
大
し
ま
す
。

 
心
筋
こ
う
そ
く
が
起
こ
る
と
…

　

冠
動
脈
が
つ
ま
る
と
、
①
酸
素

　

②
栄
養
が
運
べ
な
い
た
め
、
心

臓
の
細
胞
が 
壊 
死
し
ま
す
。

え

 
健
診
と
健
診
支
援 （
保
健
指
導
）

 
が
セ
ッ
ト
に
！

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
予
防
を
目
的
と
し
て
、
専
門
ス

タ
ッ
フ
が
健
診
結
果
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
応
じ
た
支
援
を
段
階
的

に
行
な
い
ま
す
。

　

①
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
に
該
当
す
る
人
、
②
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
備
群
、
③

今
の
と
こ
ろ
危
険
の
な
い
人
と
い

う
よ
う
に
、
健
診
結
果
で
対
象
者

を
分
け
、効
果
的
な
保
健
指
導（
健

（２００８年５月） 18

診
支
援
）
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

 
健
診
と
健
診
支
援
に
は

 
二
つ
の
効
果
が
�

　

一
つ
目
は
も
ち
ろ
ん
市
民
の

「
健
康
」
で
す
。
人
生
の
目
的
を

達
成
す
る
た
め
、「
健
康
」
は
欠
か

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

二
つ
目
は
国
保
財
政
。
健
診
受

診
率
、
保
健
指
導
率
、
生
活
習
慣

病
の
改
善
率
に
よ
り
、
東
御
市
国

民
健
康
保
険
が
国
に
収
め
る
「
高

齢
者
支
援
金
」
が
減
額
さ
れ
た
り

加
算
さ
れ
た
り
し
ま
す
。



　

市
で
は
昨
年　

月
に
健
康
づ
く

１１

り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
市

民
総
参
加
で
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
み
、
自
分
自
身
や
家
族
が
健
康

な
生
活
を
送
る
た
め
、
こ
れ
か
ら

取
り
組
む
こ
と
の
決
意
を
込
め
た

宣
言
文
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
宣
言
文
を
掲

載
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 知っていますか？

クーリング・オフ制度 
　４月号ではクーリング・オフのチェッ

クポイントについて掲載しました。今月

号では、はがきによるクーリング・オフ

通知の記載例を紹介します。

（記入の際の注意事項）

・氏名は必ず本人が自筆で署名すること

・簡易書留か配達記録で送付すること

・あて名は販売会社等の代表者あてにす

ること

・はがきの表裏のコピーと書留の控え

　（送り状や受領書）は保管しておくこと

・業者に電話で①お金の返し方②商品の

返し方（着払いか元払いか）を聞き、

「これからクーリング・オフを通知し

ます」と伝えておくこと
　●クーリング・オフの相談は
　　上田消費生活センター　�27－8517
　　市民課生活環境係　　　�64－5896

大
気
と
太
陽
に
触
れ
、
心
を
い
や
す
努
力
で
、
気
分 
爽 
快
に
な
る

そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
然
と
遊
ぶ
会

朝
昼
晩
の
食
事
を
満
足
に
食
べ
、
栄
養
の
調
和
を
計
り
体
を
作
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関　
　
　

真

偏
食
を
直
し
、
給
食
の
献
立
を
残
さ
ず
に
食
べ
る
様
に
努
力
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
野
保
育
園

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
5
0
0
㎞
、
体
重
3
㎏ 
減
を
目
指
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヤ
マ
チ
ャ
ン

暴
食
暴
飲
を
控
え
、
朝
食
を
き
ち
ん
と
取
り
規
則
正
し
い
生
活
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蓮
見　

喜
昭

食
べ
た
ら
動
く
！
常
に
意
識
と
努
力
で
メ
タ
ボ
克
服
し
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ　

ざ　

み

脳
い
き
い
き
教
室
に
参
加
、
い
き
い
き
度
チ
ェ
ッ
ク
受
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斉
藤　

つ
ぢ
子

今
年
中
に
「
禁
煙
」
し
ま
す
！　

本
気
で
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ガ
ン
チ
ャ
ン

新
鮮
野
菜
作
り
と
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
毎
日
が
充
実
健
康
維
持
満
喫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
中　

�
子

　

宣
言
文
は　

月
末
日
ま
で
募
集

１１

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
先
着
1
0

0
名
に
は
、
万
歩
計
を
差
し
上
げ

ま
す
。
健
康
づ
く
り
へ
の
第
一
歩

と
し
て
、
あ
な
た
も
健
康
づ
く
り

行
動
宣
言
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
保
健
課
健
康
増
進
係

　

�　

－

8
8
8
3

６４

  
健
康
づ
く
り
行
動
宣
言　

　
　

「
私
の
決
意
�
」

（記載例）
販売会社への通知

（記載例）
信販会社への通知

通　　知　　書

私は、貴社と次の契約をしましたが、

解除します。

契約年月日　平成○○年○月○日

商　品　名　△△△（○○○○○円）

販　売　者　株式会社××××

　　　　　　□□営業所

　　　　　　担当　□□□□

　私が支払った代金○○○○○円は

至急返金してください。

　受け取った商品は至急引き取って

ください。

平成○○年○月○日

××県××市××町

　　××丁目××番××号

株式会社××××

代表者　殿

　　長野県東御市○○○番地

　　　　　　　（氏名）○○○○

通　　知　　書

私は、販売会社と次の契約をしまし

たが、解除します。

契約年月日　平成○○年○月○日

商　品　名　△△△

販　売　者　株式会社××××

　　　　　　□□営業所

平成○○年○月○日

△△県△△市△△町

　　△△丁目△△番△△号

△△信販株式会社

代表者　殿

　　長野県東御市○○○番地

　　　　　　　　（氏名）○○○○

　身近で実践、
　　　エコバッグ！
　古くから包み物として利用してき

た風呂敷。その風呂敷で簡単なバッ

グを形作って、使ってみませんか。

★本やノートなどサイズが違う平ら

な物やまとめにくい物をしっかり

包みます。

①風呂敷の対角線上
（ｂ）（ｃ）に 包
むものの下辺をそ
ろえて置きます。

②手前側（ｄ）を
奥側（ａ）にか
ぶせます。

③左右の（ｂ）（ｃ）
を手前側の中央
でしっかりと本
結びします。

④重なりあった二
つの端（ａ）（ｂ）
を本結びして出
来上がりです。

買い物の際は、マイバッグを必ず持っていきましょう。

（２００８年５月）19
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 ５月の納税 （納期限６月２日）

�固定資産税（１期）

�軽自動車税（全期）

〈広告欄〉　

こちら119（東御消防署）

前年比合　計望月警察署管内上田警察署管内

＋１（＋２）１１（45）０（６）１１（39）件数

－４（±０）１１（59）０（７）１１（52）傷者

＋１（±０）１（１）０（０）１（１）死者

市内交通事故統計　３月分　　　　　　

３月３１日現在（※カッコ内は１月からの累計）

※カッコは１月からの累計

＝東御市内の３月の出動件数＝

火災　０件（１件）　救急77件（253件）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

平成１９年３月平成20年３月

20.6℃（４日） 20.0℃（１６日） 最高気温

－6.6℃（７日） －6.5℃（６日） 最低気温

4.3℃　　　　12.8℃　　　　平均気温

64.9％　　　　71.3％　　　　平均湿度

37.0㎜　　　　45.0㎜　　　　降 水 量

平成21年６月までに住宅用火災警報器を設置しましょう�
●詳しくは東御消防署まで　�62－0119

  ｢安心｣ は国民年金に
　　　　  　加入することから
　現役時代から老後までの長い期間には、予測不可能

なことがあるかもしれません。国民年金などの公的年

金は、やがて訪れる老後までの不確定要因を解消する

生活保障として第一の方法とされています。

　自分の寿命も将来の社会経済もあらかじめ知ること

ができませんから、老後の生活保障を家族に頼るだけ

では万全とは言えません。この老後の生活を社会全体

で支える仕組みが公的年金制度です。更に老後の保障

だけでなく、病気やけがで障害が残り働けなくなった

場合の障害年金や､万一亡くなられた場合の遺族年金

の制度によって、いざという時の生活を支える仕組み

もあります。

◇高齢者世帯の所得の7割が公的年金◇
　公的年金や恩給による収入が、高齢者世帯の年間所

得の約7割を占めています。（国民生活基礎調査によ

る）また、年金を受給している高齢者世帯の中で、世

帯の所得が公的年金や恩給のみという世帯が約６割と

なっており、高齢者の生活を担うための公的年金の役

割は重要といえます。

◇まずは加入と納付から◇
　現役時代から年金制度に加入し保険料を納めなけれ

ば、年金制度から給付を受ける事はできません。すべ

ては年金制度に加入し、保険料を納めることから始ま

ります。

　年金の加入や保険料納付についてお尋ねがありまし

たら、下記へご連絡ください。

　●問い合わせ先
　　小諸社会保険事務所　�0267－22－1080
　　市民課国保年金係　　�62－1111（内線1231）

　３月２４日に交通死亡事故が発生しました。歩
行者の皆さんは、夜間外出の際、反射材等を着用

し、運転手に目立つ服装を心掛けましょう。また、道路横断をする場
合は、近くの横断歩道を利用しましょう。運転手の皆さんは、早めの
ライト点灯を心掛け、スピードは控えめに安全運転をしましょう。
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容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

 
の
出
し
方
に
つ
い
て

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
、
容
積
に
し
て

約　

％
が
中
味
の
使
用
後
に
不
用
と
な
っ

６０
た
「
容
器
」、
商
品
や
品
物
を
包
ん
で
い
た

「
包
装
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
容
器
・
包
装
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

仕
組
み
が
法
律
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

プ
ラ
マ
ー
ク
の
付
い
た
も
の
の
み
が
、

　

「
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
で
す

　

最
近
の
商
品
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
包
装
に
は
、

下
記
の
「
プ
ラ
マ
ー
ク
」

が
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
の

マ
ー
ク
の
つ
い
て
い
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
、
専
門
の
工
場
へ
送

ら
れ
別
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
原
料
と

し
て
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生
利
用
）
さ
れ
て

い
ま
す
。
プ
ラ
マ
ー
ク
の
つ
い
て
い
る
容

器
・
包
装
の
製
造
等
を
し
た
事
業
者
は
、
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こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
費
用
の
一
部
を
負
担

し
て
い
ま
す
。

「
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」は
、汚
れ

 　
 
を
落
と
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い

　

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の
原
料
と
な

る
こ
と
か
ら
、
汚
れ
の
付
着
し
て
い
る
も

の
は
、
よ
く
は
ら
う
か
、
軽
く
水
洗
い
等

を
お
願
い
し
ま
す
。
油
や
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、

ケ
チ
ャ
ッ
プ
等
の
容
器
で
汚
れ
が
落
ち
に

く
い
も
の
は
、
中
身
を
使
い
切
っ
た
状
態

に
し
て
左
記
の
方
法
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
東
部
地
区
】

「
汚
れ
が
落
ち
な
い
も
の
」
用
の
容
器
包

装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
指
定
袋
に
入
れ
て
出

す
。

【
北
御
牧
地
区
】

「
燃
え
る
ご
み
」
の
指
定
袋
に
入
れ
て
出

す
。

  
二
重
袋
に
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い

　

分
別
し
た
ご
み
を
、
レ
ジ
袋
等
に
小
分

け
に
入
れ
て
、
そ
の
ま
ま
指
定
袋
に
入
っ

て
い
る
状
態
を
、「
二
重
袋
」
と
言
い
ま
す
。

収
集
さ
れ
た「
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」

は
リ
サ
イ
ク
ル
の
工
場
へ
送
ら
れ
る
前
に
、

人
の
手
で
収
集
袋
を
開
封
し
、
中
身
を
全

て
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
製
品
の
原
料
に
な
ら
な
い
容
器
包
装
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
以
外
の
異
物
が
混
ざ
っ
て
い

な
い
か
を
確
認
す
る
た
め
で
す
。

　

収
集
し
た
指
定
袋
を
開
封
し
た
ら
、
そ

の
中
に
あ
る
袋
を
ま
た
開
封
す
る
、
と

い
っ
た
状
況
を
避
け
る
た
め
、
二
重
袋
に

は
し
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

  
軽
自
動
車
税
の
納
付
は

　
　
　

６
月
２
日 （
月
） ま
で
に

　

平
成　

年
度
の
軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
６
月

２０

２
日
（
月
）
で
す
。
こ
の
税
金
は
、
毎
年
4
月
1

日
現
在
で
軽
自
動
車
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
に
納

付
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
車
を
使
っ
て
い
な
い
の
に
納
付
書
が
お

手
元
に
届
い
た
と
い
う
方
は
、
4
月
1
日
現
在
で

所
定
の
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
車
を
取
り
扱
っ
た
会
社
な
ど
と
連
絡
を

と
り
、
お
近
く
の
金
融
機
関
で
納
付
を
し
て
く
だ

さ
い
。
口
座
振
替
の
方
は
６
月
２
日
（
月
）
に
引

き
落
と
し
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
領
収
書
に
は
「
納
税
証
明
書
」
が
つ
い

て
い
ま
す
。
継
続
検
査
（
車
検
）
を
受
け
る
際
に

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。
口
座
振
替
の
方
に
は
後
日
「
納
税
証
明
書
」

を
郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
の

方
で
、
６
月
２
日
か
ら
6
月　

日
ま
で
の
間
に
納

１８

税
証
明
書
が
必
要
と
な
る
方
は
、
引
き
落
と
し
が

確
認
で
き
る
通
帳
を
お
持
ち
に
な
り
、
税
務
課
収

税
管
理
係
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

軽
自
動
車
税
は
4
月
1
日
以
降
、
廃
車
や
譲
渡

し
た
場
合
で
も
1
年
分
の
税
金
が
か
か
り
ま
す
。

自
動
車
税
と
違
い
、
月
割
り
課
税
制
度
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先　
　

　
　

税
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課
住
民
税
係　
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７
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支
所
市
民
課
地
域
振
興
係　
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－

３
３
１
１

６７
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ブロードバンドで元気な街づくり
ブロードバンド利活用セミナー・体験会

　３月２７日、市と総務省信越総合通信局、長野県等の共催による「ブ
ロードバンド利活用セミナー・体験会in東御市」を中央公民館で開催し
ました。この取り組みは、インターネットの高速通信回線を実際に体験
しながら、ブロードバンドに関する理解を深めていただくことが目的です。
　利活用セミナーでは、長岡技術科学大学の山崎克之教授によるブロー
ドバンドサービスを活用した地域活性化の講演や、光ファイバ回線を使
用した遠隔地との映像通話の実演など先進事例が紹介されました。
※ブロードバンドとは…高速な通信回線の普及によって実現される次世
代のコンピュータネットワークと、その上で提供される大容量のデー
タを活用した新たなサービス。

　子どもと高齢者の交通事故防止を運動の重点として、４月６
日から１５日まで春の全国交通安全運動が行われました。市内で
は７日、浅間サンライン東部湯の丸インターチェンジ南交差点
に交通指導所が開設され、市交通指導員・補導員、交通安全協
会役員、警察官などが参加し、通勤途中のドライバーに対し啓
発活動を行いました。
　また、期間中は保育園、小学校でも交通安全教室が実施され
ました。１１日には祢津保育園で交通安全教室が行われ、親子で
園周辺の道路を歩き、横断歩道の渡り方など基本的な交通ルー
ルを学びました。１５日には滋野小学校で高学年が自転車で学校
周辺の路上を走行し、自転車の安全な乗り方を学んでいました。

 ▲今日も安全運転で
 　（浅間サンライン東部湯の丸IC南交差点での交通指導所）

春の全国交通安全運動
家庭・地域で交通事故防止に取り組む

区民の安心安全を
乙女平自衛消防隊発隊式

　市内で５隊目となる自衛消防隊が乙女平区（増田敏治区長）
に誕生し、３月３０日には乙女平公民館で発隊式が行われました。
　同区には昭和５４年に組織された婦人消防隊がありますが、専
任隊員の必要性など組織の充実を図るため、１６名の隊員により
新たに組織されました。式では、法被、ヘルメット、帽子、小
型動力ポンプ一式が市から貸与され、隊員らは早速真新しい法
被に袖を通していました。初代隊長の町田勝さんは「区民の安
心安全のよりどころとなるよう予防消防活動をしていきたい」
と話していました。

▲後方確認を忘れずに（滋野小学校交通安全教室）
▲左右を確認し、しっかり手を上げて横断歩道を渡りましょう
　（祢津保育園親子交通安全教室）

▲区民が見守る中、小型動力ポンプの始動式も行われました
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で
き
ご
と
短
信

４
・
４
▼
新
卒
就
職
者
激
励
会

　
　
　
　

（
サ
ン
テ
ラ
ス
ホ
ー
ル
）

４
・
５
▼
市
交
通
指
導
員
・
補
導
員
委

嘱
式
（
舞
台
が
丘
会
館
）

４
・
７
▼
東
御
清
翔
高
校
入
学
式

４
・　

▼
和
子
供
相
撲
大
会

１２

　
　
　
　

（
和
小
学
校
相
撲
場
）　

曽根区老人会  布ぞうりづくりで交流
　３月２８日、曽根区老人会「白寿会」による、布ぞうりづ
くり交流会が曽根公民館で行われ、約３０名の会員が参加し

ました。子供時
代にぞうりづく
りの経験のある
方は当時の記憶
を思い出しなが
ら編み、指先の
運動とあわせ会
員同士の会話も
弾んだ交流会に
なりました。

　農業経営の技術・能力にすぐれた青年農業者を養成する
ため、定められた研修を受講し、農業士認定委員会の審査
を経た人に認められる農業士に、�澤謙太郎さん（中八重

原）と白倉卓馬さ
ん（上八重原）が県
から認定されまし
た。市内には現在
４名の農業士がお
り、農業・農村づ
くりを担う将来の
リーダーとして期
待されます。

２名の青年農業者が農業士に認定

長野救命医療専門学校で

入学式と 徽 章授与式
き

　４月９日、長野救命医療専門学校（小宮山守校長）で第
３期生の入学式が行われました。今年度は救急救命士学科
に１８名、柔道整復師学科に７名が入学しました。また、３
年生に進級した第１期生の救急救命士学科１６名には、６月
から始まる県内の救命救急センターでの実習を前に、 徽 章

き

の授与が行われました。 徽 章授与式は看護師の養成所等で
き

行われる 戴 帽式にあたり、校外実習に臨む学生の自覚と誇
たい

りを胸に刻む儀式です。
　小宮山校長は「第３期生の入学により本校も全学年がそ
ろいました。また、 徽 章が授与された救急救命士学科の生

き

徒には、実り多い実習になるように」と激励の言葉を送っ
ていました。

　４月８日、㈱信州東御市振興公社のレストランOH! LA! 
HOで、市農業委員会が遊休荒廃農地対策として、平成１８
年度から試験栽培を始めた小麦「ふくさやか」を原料とし
た麦焼酎「東御」の試飲会が行われました。「ふくさや
か」は暖地での栽培に適した品種ですが、市内５か所（３０
アール）で栽培し、昨年６月には約600㎏ 収穫できました。
そのうち280㎏ を焼酎用として、小諸市の酒造会社に醸造
を依頼しました。720ミリリットルびん800本限定で、こ
の日から湯楽里館隣の物産センターで販売を始めました。
試飲会に参加された皆さんは「ほのかな甘みがあり、口当
たりがよい」とグラスを傾けていました。

原料は東御産の小麦
麦焼酎「東御」の試飲会

▲新入生代表誓いのことば

▼ 徽 章を胸に
き

　救急救命士を目指す

▲本格麦焼酎「東御」

▲女性にも好評

▲認定証を手にする�澤さん（写真左）と白倉さん
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▼
新
年
度
が
始
ま
っ
て
１
か
月
が
過

ぎ
ま
し
た
。
入
学
・
就
職
等
さ
れ
た

皆
さ
ん
、
新
し
い
環
境
に
は
慣
れ
ま

し
た
か
。
▼
市
報
５
月
号
が
皆
さ
ん

の
お
手
元
に
届
く
頃
は
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
に
入
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
家
族
や
グ
ル
ー
プ
等
で

旅
行
を
計
画
さ
れ
て
い
る
方
も
い
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
交
通
事
故
に
は

十
分
注
意
し
て
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

（
市
報
担
当　

関
）

編
集
後
記

世帯数

11,406世帯（＋20）

総人口

32,005人（－57）

男 15,698人 （－33）

女 16,307人 （＋24）

（４月１日現在）

人の動き

転入199人（＋104）

転出233人（＋153）

出生  12人（－６）

死亡  35人（－６）

 ※カッコは３月対比

た
後
者
の
流
れ
を
も
つ
巫
女
は
、
な
に
も

祢
津
に
だ
け
住
ん
で
い
た
の
で
は
な
く
、

全
国
各
地
に
住
ん
で
い
た
。
そ
し
て
、
そ

の
呼
称
も
地
域
に
よ
っ
て
、
ア
リ
サ
マ
、

イ
ン
チ
ゴ
、
イ
チ
コ
、
ザ
ト
ウ
カ
カ
ア
、

ワ
カ
、
オ
カ
ミ
ン
サ
マ
、
ア
ガ
タ
ガ
タ
リ
、

オ
オ
ユ
ミ
、
イ
チ
イ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
呼

称
を
伝
え
て
い
る
。

　

こ
の
地
域
の
巫
女
た
ち
が
、
の
の
う
と

呼
ば
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
今
で
も
こ

の
地
方
で
は
古
老
の
中
に
仏
様
を
「
の
の

さ
ま
」「
の
ん
の
さ
ま
」
な
ど
と
呼
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
考
え
と
、
人
を
呼
び
か
け
る
の
に

「
の
う
、
の
う
（ 
喃 
、 
喃 
）」
と
い
う
言
葉

の
う 

の
う

が
あ
る
こ
と
か
ら
の
の
う

�

�

�

（
の
う
の
う
）

と
い
う
呼
称
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
考
え
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

の
の
う

�

�

�

と
い
う
呼
び
名
は
、
神
や
仏
と
現

世
の
人
間
と
の
中
間
に
あ
っ
て
、
人
間
で

も
な
い
、
む
し
ろ
神
仏
寄
り
の
な
か
だ
ち

�

�

�

�

を
巫
女
た
ち
が
職
業
と
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
自
然
に
つ
け
ら
れ
た
呼
称
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。　
　
　
　
　
　

（
Y
）

東御市役所はチーム・マイ
ナス６％に参加しています

　

こ
の
地
方
で
は
巫
女
�

�

を
�
の
の
う
�
と

呼
ん
で
い
た
。
祢
津
地
区
の
「 
古  
御  
館 
」

ふ
る 

み 

た
ち

（
古
見
立
と
も
）と
い
う
と
こ
ろ
に
は�
の�

の
う
小
路

�

�

�

�

�
と
呼
ば
れ
て
い
た
通
り
が
あ

る
。
こ
の
小
路
一
帯
に
は
、
江
戸
時
代
の

あ
る
時
期
に
は　

戸
ほ
ど
の
の
の
う
屋
敷

�

�

�

�

�

５０

が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

現
在
は
、
の
の
う

�

�

�

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

そ
の
屋
敷
の
面
影
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て

い
な
い
。（
写
真
参
照
）

　

普
通
、
み
こ
�

�

と
呼
ば
れ
る
系
統
に
は
二

つ
の
流
れ
が
見
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
は
神
社
な
ど
に
仕
え
、
祭
礼
や

儀
式
な
ど
に
奉
仕
す
る
神
女
�

�

（
み
こ
）
と
、

他
の
一
つ
は
各
地
に
土
着
し
、
あ
る
い
は

各
地
を 
漂 
ひ
ょ
う 
泊 
し
て
、
神
が
か
り

�

�

�

�

的
な
行
い

は
く

（
次
回
掲
載
）
を
通
し
て
庶
民
の
精
神
的

な
支
え
と
な
っ
た
巫
女
（
み
こ
）
の
流
れ

で
あ
る
。
祢
津
の
の
の
う

�

�

�

（
巫
女
）
は
後

者
の
流
れ
を
も
つ
巫
女
で
あ
る
。
こ
う
し

  
祢
津
は
日
本
一
の 
巫  
女 
の
む
ら

み 

こ

▲ののう小路を望む

  
お
わ
び
と
訂
正

　

市
報
と
う
み
４
月
号
掲
載
の
平

成　

年
度
一
般
会
計
予
算
の
内
容

２０
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

４
ペ
ー
ジ　

合
併
特
例
債
の
活
用

事
業
の
単
位
…
…
千
円
↓
万
円

５
ペ
ー
ジ　

市
議
会
議
員
選
挙
費
…
…

１
億
９
４
７
２
万
円
↓
１
９
４
７

万
円

市
長
選
挙
・
市
議
会
議
員
補
欠
選

挙
費
…
…

１
億
７
２
２
９
万
円
↓
１
７
２
２

万
円

お
わ
び
し
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。




